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会 長   山本 剛史郎   クラブ会長主題 「温故知人」 スローガン 「明日に向かって新しい出会いを！」 

副会長   松川 厚子     国際会長 Ulrik Lauridsen氏（デンマーク） 

会 計    吉田 公代         主題 “Let Your Light Shine“ 

書 記   吉野 勝三郎          (輝かそう、あなたの光を)  

                    アジア太平洋地域会長 利根川 恵子(川越) 

主題 “Be the light for change”  

（変革のために光となろう） 

                         東日本区理事 山田 公平 (宇都宮) 

主題「未来のために今、学びと気づきを！ 未来のために、自信を育み、真の喜びに出会おう！」 

関東東部部長 長尾 昌男（千葉ウエスト） 

主題「YMCA と Y’s協働で、目指そう地域に繋がる奉仕を！」 
 
 

9月の聖句 
 

ところが主は、「私の恵みはあなたに十分である。力は弱さ

の中で完全に現れるのだ」と言われました。だから、キリス

トの力が私に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さ

を誇りましょう。それゆえ、私は、弱さ、侮辱、困窮、迫害、

行き詰まりの中にあっても、キリストのために喜んでいま

す。なぜなら、私は、弱いときにこそ強いからです。 

コリントの信徒への手紙二 12章 9～10節 

 

He has said to me, "My grace is sufficient for you, 

for my power is made perfect in weakness." Most 

gladly therefore I will rather glory in my 

weaknesses, that the power of Christ may rest on 

me.  Therefore I take pleasure in weaknesses, in 

injuries, in necessities, in persecutions, in 

distresses, for Christ's sake. For when I am weak, 

then am I strong. 

2 Corinthians 12:9-10 

 

 

 

8月統計（8月㉖日） 

 

出席者 4名 出席率 44％ 

 

 

巻頭言 

 

巻頭言「弱いときにこそ強い」 

山本剛史郎 

 

主われを愛す 

主は強ければ 

われ弱くとも 

恐れはあらじ 

我が主イェス、我が主イェス 

我が主イェス、我を愛す 

 

Jesus loves me! This I know, 

For the Bible tells me so. 

Little ones to Him belong; 

They are weak, but He is strong. 

Yes, Jesus loves me! 

Yes, Jesus loves me! 

Yes, Jesus loves me! 

The Bible tells me so. 

 

 讃美歌 461番「主われを愛す」ですが、最もよく知られた

賛美歌（聖歌）の一つだと思います。日本においても

1872年（明治5年）にはこの賛美歌が翻訳され発表され、

かなり早くから知られていたそうです。メロディーも歌詞も

簡単なので子ども賛美歌として知られていますが、この短

い文章の中にも非常に慰められるメッセージが込められて

いると思います。新約聖書の中でパウロは「（神の）力は弱

さの中で完全に現れる」と言い、また「私は 弱いときにこ

そ強い」と逆説を書いています。時として、この言葉に慰め

られ、励まされていることを強く感じます。 

 

 

２０２３年 9月 例会プログラム（予告・通知） 

 

9 月 9 日（土）埼玉３クラブ合同例会として開催しま

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA     AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB 
 

 

 

 

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 
c/o Kawagoe YMCA, 7-16 Sugawara-cho, Kawagoe, Saitama 350-0046 Japan 



したが、報告は次月号の「希望の鐘」に掲載いたしま

す。 

２０２３年 10月 例会プログラム（予告・通知） 

 

 今年もアースデイに参加します。 

 

 

 

8月例会報告 

第２回ボウリング大会 

2023年 8月 26日（土）、ウニクスボウル南古谷において、

「第２回川越ワイズメンズクラブ会長杯 ボウリング大会」を

開催しました。昨年同様、埼玉 YMCA クローバークラスと

の合同企画で行いました。参加者は川越クラブから生川さ

ん、河合さん、吉田さん、山本、所沢クラブから坂本さん、

またリーダーと子どもたち９名が参加し、合計14名でした。

最初のお知らせにも書きましたが、ボウリングの上級者の

みならず、初心者でも楽しめるようにガーター防止バンパ

ーなどが用意されていました。子どもたちはガーター防止

バンパーを使って、ボウリングを楽しみました。私自身は

昨年のチャンピオンでしたが、今年は 8 月初旬に帯状疱

疹にかかってその痛みも引きずっていることもあり今年は 2

位になってしまいました。優勝はクローバークラスの子ども

になりました。表彰式において子どもたちにはお菓子を配

りました。そこで一人の子どもが「来年もやるの？」と聞い

てきたので、「やるつもりだよ。」と言った時、「やったー！」

と喜んでくれたことが印象に残っています。 

その時の写真を掲載しますが、子どもたちの顔が写ってい

るものは加工してぼやけていますのでご了承ください。 

（山本剛史郎） 

・参加者：（川越）生川美樹、河合今日子、山崎純子、吉

田公代、山本剛史郎、（コメット）山本希歩、山本真和。 

 

 



 
 

国際の舞台から 

“Keiko’s Monthly Briefing of YMI/ASP” 

 

  国際議員・アジア太平洋地域会長 利根川恵子 

 

韓国地域大会に参加しています！ 

 8 月末にネパール・カトマンズでのアジア太平洋地域ユ

ースコンボケーションに参加し、帰国して 2 週間ですが、9

月14日から韓国の大田（デジョン）に来て、韓国地域大会

に参加しています。 

韓国地域とアジア太平洋地域は、もとは「アジア地域」と

して一つの地域を形成していました。2011 年に 2 つの地

域に分かれたのですが、その際、お互いに地域大会には

参加して、交流を深めることを約束したことから、毎回お互

いの地域大会に参加することを守っています。今回は、会

長の私と、元アジア太平洋地域会長・田中博之さん（東京

多摩スマイルクラブ）、直前アジア太平洋地域書記・前田

香代子さん（熊本ジェーンズクラブ）、次期アジア太平洋

地域会長・ジョーン・ウォンさん、同地域会計・ジェームス・

コンさん、香港アイランドイーストクラブからメンバー2 名と

ワイズリング1名の計8名が参加しています。実は、太郎さ

んも参加予定でしたがコロナに感染して取り消しとなりまし

た。さらに元アジア太平洋地域会長・大野勉さん（神戸ポ

ート）も出発 2 日前にコロナ感染がわかり、キャンセルとな

った次第です。 

さて、肝心の韓国地域大会ですが、11 区、6,000 名を

擁する大きな地域の大会ですので参加者も多く、広い会

場には代々の地域会長と 11 理事のポートレートが大きく

掲げられ、圧倒されました。1日目のプログラムは、開会式

と韓国ワイズメンズクラブ60年の歴史を振り返るキーノート

スピーチでしたが、開会式の中で私もあいさつをさせてい

ただきました。    

全体的に、開会前、プログラムの間、晩餐会後と、クラシ

ックから K-ポップまで、プロの歌手による様々な音楽が挿

入され、賑やかで華やかな大会となっています。 

明日はテーマ・トーク、理事報告、手品ショーなどがあり、

最後にアジア太平洋地域一行が 11月 3日～5日の香港

におけるアジア太平洋地域大会のアピールをする予定で

す。相互参加の原則から多くの韓国のメンバーが香港に

来てくださることを期待して明日のアピールを頑張ります。 

 

 
 

 
 

ＹＭＣＡ報告 
 

【英会話に参加しませんか？】 

今年度、川越センターでは、埼玉 YMCA 創立 50 周年

を記念し、英会話特別プログラムを実施しています。 

１学期は、幼児英会話と小学生英会話の2クラスを開講

しました。また、夏は、English サマーキャンプや英語特別

プログラムに多くの子どもたちが参加し、自然と英語や異

文化と触れ過ごしました。 

今後、益々求められる英語スキルを高める場として単に

言葉を学ぶだけではなく、年齢に応じて多様な文化に触

れる機会を持ち過ごすことも YMCA では大切にしていま

す。 

１０月からは、初級の英会話クラスも開講予定です。紹

介キャンペーンも実施中ですので、是非、お仲間にもお

声がけいただき、ご参加ください。（木下） 
 

 



 
 

 
 

【埼玉西武ライオンズベルーナドーム見学】 

８月２８日（月）、放課後等デイサービスに通う川越メン

バー１０名、浦和メンバー４名、スタッフ４名で埼玉西武ラ

イオンズベルーナドームへ見学に行きました。西武ライオ

ンズ広報の方によると、普段はこうした見学会は、ファンク

ラブサービスの一環として抽選で行われているとのことで、

特別支援教育枠で行うのは初めてということでした。事前

にメンバーシェアも含めたミーティングを重ね、当日を迎え

ました。普段クールな子が選手のポスターやグランドの様

子などを見ているうちに生き生きとした表情を示し初めた

こと、普段見ることのできないベンチやベンチ裏の練習ス

ペースを見ることができたこと、VIP 席からの眺め、プロ野

球の運営がどのように行われているかわかりやすく説明し

ていただいたこと、廃棄物のリサイクルに力を入れているこ

となどなど、見学にふさわしい内容でした。最後のビジョン

の端から端まで走る際は、スタッフの靴が脱げながらも全

力疾走して下さり、ゴール手前では子どもに花を持たせて

くれました。お土産としていただいたボールを使って過ご

す自由時間は、子どもたちがグランドいっぱいに広がって

非常に楽しい時間でした。今後も地域とのつながりの中で

子ども達が様々な体験活動ができるよう、活動の場を拡げ

ていきます。 

 

 

 

（編集後記） 

 少し遅くなりましたが、今月も川越クラブの「希望の

鐘」を発行することができました。寄稿して下さった皆さ

んに感謝します。 

 私は、インドでの最後の一週間は、標高920メートルと

いう Bengaluru（旧名 Bangalore）で、外気温 22℃でした

ので、帰国後の日本の残暑・高湿度が応えます。例年、

高校野球決勝戦のサイレンを聞くと、今年も夏が終わる

なと思っていましたが、近年は地球温暖化の影響でしょ

うか、私の常識は通用しなくなりました。 

 私は、毎朝、朝日と日経の 2 紙を読んで主要な記事

は切り抜いていますが、インドは先日のＧ２０の議長国

だったこともあり、インド関連の記事が多くなったように

感じます。 

 利根川恵子さんはコロナにも罹らず連日・連夜ご活躍

で頼もしい限りです。川越クラブの誇りです。どうぞ、く

れぐれも体調に留意して重責を全うして下さい。 

（K.Y.） 

 

 


